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岡山県薬剤師会としての取組と地域薬局の現状
 一般社団法人岡山県薬剤師会　地域包括ケア対策委員会
 委員長　岩野　寛樹（あかり薬局本店）

　岡山県薬剤師会の堀部徹会長より、現場の薬剤師の声をと依頼がありましたので、
地域包括ケア対策委員会の委員長を拝命しております関係で原稿を書かせて頂いてお
ります。
　まず、厚労省は、平成27年度に「患者のための薬局ビジョン事業」を施策として掲
げました。それには、「医薬分業の原点に立ち返り、現在の薬局を患者本位の“かか
りつけ薬局”に再編する」ことを目的とし、かかりつけ薬局が地域包括ケアシステム
の一翼を担い、薬に関して、いつでも気軽に相談できる“かかりつけ薬剤師”がいる
ことが重要と謳われています。
　かかりつけ薬局とは①「服薬情報の一元化・継続的把握（お薬手帳の一冊集約化な
ど）」、②「24時間対応、在宅対応」、③「医療機関との連携」の３つの機能をもち、
処方医へのフィードバックや残薬管理、服薬指導を推進するものです。
　テーマは、「2025年までにすべての薬局をかかりつけ薬局に」という厚労省の指針
ですので、岡山県薬剤師会では岡山県下、各支部において研修や周知に努めています。
　このような中で、在宅支援は一層推進しなければなりません。岡山県の委託事業も
受けて、在宅訪問薬剤師支援事業も行っていますが、岡山県下に薬局は791薬局ある
中で、在宅訪問の経験薬局は約３割ほどです。これでも数年前よりは増加して、この
数字になっています。
　そんな中、私の薬局についてですが、岡山市内の４店舗で９名の薬剤師による訪問
薬剤管理指導を行っております。あかり薬局本店（東区東平島）、あかり薬局平島西
店（東区東平島）、あかり薬局富田店（北区富田）、あかり薬局上南店（東区君津）す
べて大病院の前ではなく、医院・クリニックに隣接し、診療科もバラバラですが、あ
かり薬局本店を中心に10以上の病・医院の処方箋の指示により、各店舗で施設・独居
の方合わせて約150名の訪問薬剤管理指導を行っています。
　内訳はその殆どが介護保険適用者で、そのうち認知症の方の支援は約半数以上、医
療用麻薬が処方されている方が５名程となっています。
　当薬局では比較的若い職員が多く、通常、薬剤師の居宅療養管理指導は週１回まで
となっており、重度認知症患者の場合等はそれ以上訪問が必要な場合も多々あります
が、ケアマネ、訪問看護師、訪問ヘルパーとの協力により（時にはお弁当の配達の方
に声掛けをお願いしたり）苦労しながらも多職種連携の重要性とメリットを実感しな
がら、岡山市内以外も遠くは牛窓や虫明の患者宅まで、依頼があれば極力応えるよう
に頑張ってくれております。
　最後に、医師会の先生方へお願いがあります。薬剤師の訪問薬剤管理指導業務は医
師の指示がなければ行えません。在宅を頑張ろうと思っているのに、医師からの訪問
依頼がもらえないという薬局も多数存在しますので、是非、地域の為に訪問薬局を育
ててやって下さい。
　岡山県薬剤師会のホームページに「在宅可能薬局」の情報を掲載しております。も
し、お近くに薬局の心当たりがなければマッチングできるように致しますのでお問い
合わせください。
　この原稿が掲載される頃には、在宅支援診療所、病院の地域連携室宛てに県医療推
進課と共同で医療用麻薬についてのアンケートを送らせていただきます。在宅医療推
進のため積極的な回答をよろしくお願いします。
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　岡山県医師会に入会して、ちょうど６年になります。現在、岡山県北の真庭市に勤務し
ておりますが、いまだに香川県高松市に在住しており、橋を渡って長距離通勤しています。
　元来は産婦人科の専門医であり、新生児科医としてNICUに勤務しておりましたが、漢
方や鍼灸を勉強してみたいと思い立ち、それが契機となり地域医療の道を進む事となりま
した。そして2011年、運命（迷）的な出会いが訪れます。大学の産婦人科教室の後輩、現
法人の理事長に再会し、倉敷市藤戸にあるクリニックに伺った際に、５頭の羊と出会って
しまったのです。その羊達に自分でも不思議なくらいにシンパシーを感じ、後輩の医療法
人に入職し、羊飼いへの道を歩む事となりました。
　子供の頃は動物が大好きで、神社のお祭りに行くとカラフルに色づけされたひよこを
買って帰るのが恒例であり、その他にもリスやチャボ、ミニウサギ、紅雀、十姉妹、セキ
セイインコ、カブトムシの幼虫からプラナリアまで、犬・猫以外は色々飼っていました。
　しかし、産婦人科や新生児科で働いていると、感染の観点からも動物を意図的に遠ざけ
ていたところもありますし、また当直が多い事も、ペットを飼う妨げになっていました。
今でも当直はありますが、以前のような拘束感はなく、時間と心にゆとりが出来、再び動
物を飼ってみようと思い立ちインコを飼ってみました。おしゃべりが出来るようにと雄の
つもりでオカメインコを飼い、雄のつもりでセキセイインコを更に飼ったのですが、期待
は見事に裏切られて成長するにつれ雌であることが判明し、手乗りではありますが、おしゃ
べりは出来ない可愛い鳥たちです。鳥たちに癒されているそんな時に出会ったのが、羊達
です。その羊達は10年近く其処で飼われていたようですが、年に一回行われる毛刈りの行
事以外、普段はほとんど職員達も素通りしていたようです。あまりに感激する私の為に新
たに２頭の羊を購入してくださり、私の羊ラ
イフがスタートしました。仕事前に草を刈っ
てエサをやり、名無しの権兵衛だった羊達に
名前を付け、得も言われぬ魅力の虜になって
いきました。そして３年前に現在の勤務地で
ある真庭に赴任する事となり、同時に真庭に
羊牧場を作る計画が始まりました。しかし、
そう簡単に牧場は作れるものではありませ
ん。羊は群れで生活する動物なので一頭飼い
は難しく、ある程度の規模が必要になります。
結局、完成までに２年半の時間を要し、その

羊とEnjoy
医療法人福寿会　河本医院　佐々木　敏江

２代目山羊の「ジジ」


